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　　　　　第5回宇宙開発委員会（定例会議）’

、一 黶@　議事次第

ゴ購　昭和5・、年3月、。舳

　　　　　　　三三～5時

3議殖　1　　　　　．　　一
　　　（1）萎員長代理の指名　　　　　　　　　　　　’

　　　委5一・第回宇宙醗三三（定例会談）講要旨

　　　委5二2轄醗記する基本計鹸

　　．委5刈宇宙開騨する基本調につμ

・
閣
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　　　　　　　、”　’・∫ご　’一回’5』1射

　　一，ひ第’4醇宙開発委融（繭会議）・．

　　　　　　　 議事翠旨・

・日時，1聯5・恥月3・㈱
　　　　　　　午後2．時30分～4時30分

2　場所　　　宇宙開発委員会会議室1

さ　議題　　　∫’　㌔　’．　・　汽，’・　・　　．．・　一

　　（1）・宇宙開発計画G昭和5q年度決定）鍋について

　’②騨層翻衛星の打上げ結果にρいて

4・・資料、　　’　㌦　　　　　魯　＿　　　　　　；

　　委4一一，ゴ第5回宇宙開肇委員会．（臨三会誰）講事要旨

委二一2Tうめ」鋤管制蘇速報　．
　　盈一3’三冠発計酬昭稚・鞭決勾鉛

5，出席者

　　宇宙開発委賃高湿出品　　　．　　　　佐々木二一義　武∫

二’”’・委員芦　　声県昌夫
　　　　　”　　　〃一　　　．、・　．網島’　毅

　　　　　1．1㌃1＼・一纏’農要∫

一読明者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀

　　宇宙開発事業団弓長　　　’鴇．三三

　　　　　　　　　　システム計画部長　　　黒　田　泰　弘

　　　　　　　　　　　　　1θ　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　、

関係省庁職員等．　．　・　一一・　　’　　　　一・

群騰馬輸次官　　　・幽電鈴章悟
”〃・ ､究調整局長　　　　　　　大　沢　輩　之’

　　　〃　　長官官房参事官　　　　　　園　山　重、道

　支部省学術国際局審議官　　　　　　　犬　丸　　　直

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：滝本）．

気象庁継織・　＼，．宇品　寛　．、

購艦理論官＿弓∵田∵響，一一・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　〃＝．平井）

宇舗購三四ステム三部　平替三三
事務局

　科学技術庁研究調整局調整課長　　　　．加　藤　泰　丸

、　　　”　　”　　　宇宙企画弓長、．上．島　史　郎

　　　〃　〃　、宇：宙国際課長＼塚田真一．他

6　議事

　（1）　前回議事要旨について　　豊

　　　第3回宇宙開発委員会（臨時会講）議事要旨が確認された。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　（2》宇宙開発計画（昭和’50年度決定）鉛についで

　　　事務局から・資群委4．「5雌殖説騨鯨蝋の恥

　　原案どおり決定さ典た。　　　　　　　　　　　　　一

（3）鋸騨観測鯉の打見蘇について．ご●・
　二宇宙開発事業団の吊秀雄理事長、松浦陽一頃理事長及び．穿

　　黒熱弘以テム緬線から・明29照行われた即
　　ケット2号機による電離膚観測衛星の打上げ結果kついて、

　　　　　　　　　　　　　．陶。ツ

　　　　　　　　　　　　　1
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　資料委4－2に基づいて説明が行われたのち、以下’の質疑応答

　炉行われた6

　〈藤＝電離層観測衛星について、ハウスキrビングと和用との幽

　　　分担に関する話合いは進んでいるのわ。　　，　・　’

・事務局3実質的左話合いはすでに終え、今週車にも報告が出る

　　　状態にあると聞いている。

　山県；東京大学と宇宙開発事業団とでは、直ケット打上げまで

　　　の繍妨法にか劾ちがう点があうと思うがどうか。

松下試翻・ケットのため野田学からM・姻第四，

　　　をもらっていたころはいろいろ東京大学に教えてらただい

　　　たが・単ケ外徽伽ケツ擁ので取引妨法が全
　　　く異り・これに関しては来国から学んだ。その内容につい

　　　ては・交換公文のた脈公訴制続うける覇もあるカミ・

　　．鯨大学に騨綿ができれ肥料をお渡ししたい・’

綿＝耀は・騨鰭敵関し奄界一の拉術塒っていろ

　　　ので、東京木回はそれをぜひ宇宙開癸事業団がら勉強して

　　　いただきたい。．

島：日本の同門ベル向上のため、でぎる限りめ協力をいた

　　辱したい。　一　．　　　　　　　　　　　　　　9　　、

一月県：落雷による被害はなかったのふ。・　虚　　　＼．

松滞ピロ〃ヅト本体には何の影響もなかった。

山県・ジヤィロρ不具合三ついては・米国からそρ原因を教え

　　てもら・えるのか。

　　／　．　　一．．　（3～∫　　・’、．．’一

　　　1佐々木3今回の離層襯衛星6打上げにうφては・予齢輝

　　　　　　におくれたがく関係各位の御努力により無事に打ち上げる

ら　　　　　ととができ・感謝に牽えない。日本の宇宙開発もらよ：いよ“

　　　　　　実用化の時代を迎．えたわけであり・今後とも皆様の御田力

　　　　　　をお、願いしたい。
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宇富開発に関する墓本計画（案》㌔
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・三

近年・タ宙鞘6急激蕪叫・’ F宙鯛ぼ・人類の鞭

な活動餓として登凱τ紅紳・遜将来にむ曜字三間

の真相あ獺・麟獅麗学御進歩・・国華活鰍友
薩雑面の発卑不遜ρものζ姉ζ÷縁鵬かである．

ζのよう一難辮す傘め沸岬に紳ても関儲界の

勧鱒集しτ本納醇翻歎馳馳ヒ雄・即蹴
る方針に沿っ費嘱発韓鵜贋のとする9．

幽幽9賄は・宇宙騨顛噛癖φ絆弾発緬「、
昭和5r鞭決定》峰づ嘩行鯛軌遡る・

一群醐を御幽趣縣確輝鯛・衛麹信・気綱．
　河等を目的と彩冷婁用衛星を研究及び騨発ナうとどもに・これ’

．鱒打ち上げるため伽ヶツ謄託する』な、　　　’

a入騨屋及埆砂吻麟・一挺志下嚇雌要嫌設
雄備するr四三を目的とし焔種の衛星・ζ鴻を描

上げ硫めの吻樽娯凱鞭惑うる煙試験轍等
　に？いては可能なかぎり集中的に設置する。’

a開発㈱についτ・宇品開発委員会ρ総合離の下における．

一団の燗を噸靴する・臨醐関は｝亭翻発墾会

　　の方針に沿つで、．その役割に応じ相互め協力を維持しつつそれ1

　　禰の体縦整回る・脇の実施の中核的弓鹸る三三

　屡業即は瓢その機構の充案強化に努りる。

重麟を進める儲やては旧臣状況の回廊蘇の縮

、を価r窒緬鱒理を合理的賄う．　∫㍗
5瞬を躰的弓め雛め冶主技術の育成嫡丸？幡

　外締の有効な活髄図るじ勲澗発の推進生じて、国蜜．

　的三好を回する馬齢ら凋三三を積栃鰍行う。

‘．句将来の宇宙験三二備えて・先行研究回忌運頒の研

瑚騨：める撒爽ほ・●人材膿虚1鯛漉璽促進友

●雛欝警努ll壁岬置蜘励ρ瞬警『聯

砂溢血発船・今鯵類の資金を婁するので、ぐの螂甑ド

　運用を図る。でし　　　、　．一・．
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昭和5・年胡9日　5警
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宇宙開発委員会委員長

　　　佐々：未　義　武 殿

宇宙開発に関する二本三千について

●

繍凶について、騰のと幼こ澱定め陀く・宇麟騨

＝獺法㈱一二纂5。号）鋼4鄭齪する麟蝕

1の議灘熱する・
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別　演　、

宇宙開発に関する墓本計画。．、，，

　　　　　　　　　　　　　’記

璋年・宇宙蹄の鱒醗達によb・宇宙空聾・人類の新た

な活ﾚ醸して兆しで紅紘遜将来に紳て轄蜘
頓相の獅・麟灘稠が醗酵進歩・1嘩生活の阯及
び蘇繍の発殿不歌ρものζなうζζ鰭明ち轟る・・’

ζのよう備難爆す歌め｝：我岬においで礪儲界の

鋤を：結集聯鰍宇宙融縮む締し・・次醐・
紡錬沿ってそ触発韓進‡るものとナる9・●

な繍卿実施は・潮齢騨会力1牢りた雑醗緬‘．

虚血糖度決定》峰づ叙事銚のけるb．び
工科報醗飾科輸鞘町顧翻・●縫通信・気細
測等を目的と確期醒を礪及び開弼うとζもに・これ・

．うを打ち上げるため卿ケ外を開発する。＿

2人騨駅陣卵トの麟・雛げ・追回靴晦嫌設
鰹愉る講媒三三的とした網傭皐・こ紡を打ち

　上げるためのロケット等に共逝しで使用しうる大型試験施設等

　については可能なかぎり集中的に設置する。・

＆　開発体制について、宇宙開発委員会の総合調整の下における

「元l制を「層配する・関係糊は融開即今

の方錬沿って、．そρ役割に応じ相互の協力を維持しつつ熱

　回れの体制を整備する。開発の実施の中核的機関たる宇宙開発　　　　’

醸蹴その囎の充三傑飾る．，一　　　　；
蛋。開発を進めるに当たつでほ、進捗状況の把握及び成果の静価

適飾？r置画鱒翠を合理的に行う・

5醐発を郷的鵬めるゆ・自厳術の育厳嚇し？つ海．

一1－外項鮪効な活腿図る・勲・．開発の擁を靴て・国県

的欄を回る脚ら調三三を三三緬う．　⑪
◎．’樺醇一発四三徹て漉行研究及醐連頒鰯
究を総合晦つ纏的師らとと鵬人工醒ρ縦な利灯

三歎伽聯騨廟査賄ぢ・一一
航醗臨めるに勲ってほ・幽幽成；擁漉φ促進及’

　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　●

●


